
．
、
連
載
の
体
裁
の
変
更
に
当
た
っ
て

施
設
見
学
記
録

（
平
成
二
四
年
分
）

（
一
七
八
九
）

「
施
設
見
学
記
録
」
は
、
本
誌
五
五
巻
六
号
の
「
浪
速
少
年
院
」
か
ら
同
六
三
巻
三
号
の
「
和
泉
学
園
」
ま
で
二
二
回
に
わ
た
っ
て
、
刑
務
所
と
少
年

院
を
中
心
に
、
施
設
の
概
要
や
特
色
を
紹
介
し
て
き
た
。
二
ニ
の
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
と
り
わ
け
刑
務
所
と
少
年
院
に
つ
い
て
は
、
紹
介

す
る
施
設
が
大
阪
矯
正
管
区
内
の
大
半
を
占
め
る
に
至
り
、
収
容
の
状
況
や
処
遇
の
内
容
を
俯
廠
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
本
誌
五
五
巻
六

号
の
「
掲
載
開
始
に
あ
た
っ
て
」
で
設
定
し
た
掲
載
の
目
的
を
ひ
と
ま
ず
達
成
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
特
に
刑
務
所
と
少
年
院
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
形
式
で
収
容
の
状
況
や
処
遇
の
内
容
を
紹
介
す
る
必
要
性
は
小
さ
く
な
っ
た

と
言
え
る
。

一
方
で
、
施
設
ご
と
の
特
色
や
収
容
の
新
た
な
動
向
を
紹
介
す
る
必
要
性
は
な
お
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
本
誌
六
三
巻
三
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
例
外
的
に
こ
れ
ま
で
の
形
式
で
紹
介
す
る
必
要
性
が
高
い
施
設
を
除
い
て
、
従
来
の
形
式
で
施
設
ご

と
に
紹
介
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
休
止
す
る
。
そ
れ
に
代
え
て
、

関
法
第
六
四
巻
五
号

一
年
に
一
回
を
目
途
に
一
年
間
に
参
観
や
見
学
を
行
な
っ
た
各
施
設
の
特
色
を
ま
と

め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
そ
の
際
、
個
別
の
施
設
名
に
つ
い
て
は
伏
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。 永

田 九
〇

憲

史



施
設
見
学
記
録
（
平
成
二
四
年
分
）

九

本
号
で
は
、
平
成
二
四
年
（
二
0
―
二
年
）
に
参
観
・
見
学
し
た
施
設
の
見
学
記
録
を
掲
載
す
る
。
同
年
に
参
観
・
見
学
し
た
施
設
は
、
刑
務
所

一
施

設
、
児
童
自
立
支
援
施
設

一
施
設
で
あ
る
。

A
刑
務
所
の
参
観
は
、
同
年
一
0
月
に
行
な
っ
た
。
ま
た
、

B
児
童
自
立
支
援
施
設
の
見
学
は
、
同
年
一

―

月
に
行
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
私
の
担
当
す
る
同
年
度
の
専
門
演
習
I
及
び

II
の
受
講
生
を
引
率
し
た
。

A
刑
務
所
は
、
処
遇
指
標
A
指
標
（
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
者
）

の
受
刑
者
を
収
容
す
る
刑
務
所
で
あ
る
。

A
刑
務
所
の
定
員
は
既
決
・
未
決
合
わ
せ
て
五
0
0
-

1
0
0
0
名
の
範
囲
に
属
し
、
中
規
模
の
刑
務
所
で
あ
る
。
見
学
日
現
在
の
被
収
容
者
数
は
、

既
決
が
定
員
比
八
八
％
、
未
決
が
同
五
九
％
で
あ
っ
た
。
近
時
、
犯
罪
動
向
が
落
ち
着
く
と
と
も
に
、

指
標
の
刑
務
所
に
お
い
て
過
剰
収
容
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

い
わ
ゆ
る

P
F
I
刑
務
所
の
開
設
も
あ
っ
て
、

A

A
刑
務
所
で
も
同
様
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
た
。

受
刑
者
の
年
齢
は
平
均
四
三
歳
四
か
月
で
、
最
高
は
八
四
歳
で
あ
る
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
五
二
名
（
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
参
観
中
、
工
場

な
ど
で
高
齢
と
思
わ
れ
る
受
刑
者
を
多
数
見
掛
け
た
。
ま
た
、
居
室
入
口
の
プ
レ
ー
ト
に
は
、
「
ス
ー
パ
ー
軟
菜
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
受
刑
者

が
少
な
く
な
く
、
咀
哨
な
ど
に
困
難
を
抱
え
る
高
齢
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。

P
F
I
刑
務
所
へ
の
収
容
が
難
し
い
高
齢
の
受
刑
者
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
状
態
へ
の
配
慮
や
身
元
の
引
き
受
け
な
ど
の
問
題
が
重
く
の
し
か
か
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
刑
者
の
学
歴
は
、
大
学
卒
・
中
退

――

%
、
高
校
卒
・
中
退
五
0
%
、
中
学
卒
三
二
％
と
な
っ
て
お
り
、

B
指
標
の
刑
務
所
に
比
べ
て
学
歴
は
高
い
。

も
っ
と
も
、
学
力
が
低
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
た
め
、
補
習
教
科
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
危
険
物
取
扱
者
を
は
じ
め
と
す
る
資
格
取
得
を
目
指
す
受
刑

者
が
少
な
く
な
い
も
の
の
、
単
独
室
が
定
員
比
の
二
七
％
分
し
か
な
い
た
め
、
勉
強
に
勤
し
み
た
い
た
め
に
単
独
室
を
希
望
す
る
受
刑
者
の
要
望
に
応
え

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
集
団
室
の
居
室
棟
で
は
、
電
卓
の
使
用
を
許
可
す
る
も
の
を
で
き
る
限
り
同
じ
部
屋
に
集
め
て
い
る
こ
と
が

看
取
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
建
替
工
事
の
予
定
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
早
期
の
着
工
が
待
た
れ
る
。

受
刑
者
の
罪
名
と
見
る
と
、
窃
盗
二
五
％
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
な
ど
の
薬
物
事
犯
二
四
％
、
強
盗
致
傷

―
-
％
と
な
っ
て
い
る
。
犯
行
時
に
無
職

．． 

、
――
 

A

刑

務

所

（
一
七
八
八
）



が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

罰
金
額
の
引
き
上
げ
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

（
一
七
八
七
）

で
あ
っ
た
者
が
六
五
％
を
占
め
て
お
り
、
二
三
％
の
出
所
者
の
身
元
引
受
を
更
生
保
護
施
設
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
再
犯
予
防
の
た
め
に

も
、
就
職
を
し
、
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
刑
務
所
に
社
会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
近
時
、
刑
務
所
内
で
自
弁
で
き
る
物
品
の

対
象
が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
弁
物
品
を
購
入
し
、
作
業
報
奨
金
を
費
消
す
る
受
刑
者
が
多
く
、
出
所
時
に
金
銭
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
に
出
所
す

る
者
が
見
受
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
経
済
感
覚
を
磨
く
教
育
が
よ
り
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
よ
う
。

労
役
場
留
置
者
が
一
日
平
均
一

0
名
余
り
い
る
。
懲
役
刑
の
受
刑
者
が
刑
の
時
効
対
策
の
た
め
に
一
時
的
に
労
役
場
留
置
と
な
る
資
格
移
動
は
少
な
く
、

懲
役
刑
を
併
科
さ
れ
る
こ
と
な
く
労
役
場
留
置
と
な
る
者
が
多
い
。
そ
の
罪
名
は
道
路
交
通
法
違
反
が
多
く
、
酒
気
帯
び
運
転
や
酒
酔
い
運
転
に
対
す
る

．二、

B
児
童
自
立
支
援
施
設

B
児
童
自
立
支
援
施
設
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
児
童
自
立
支
援
施
設
で
あ
る
。

敷
地
面
積
は
一
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
る
。
敷
地
の
ほ
と
ん
ど
が
丘
陵
地
に
位
置
し
て
お
り
、
寮
舎
を
は
じ
め
と
す
る
建
物
が
敷
地
内
に
点

在
し
て
い
る
。
鉄
道
が
敷
地
の
そ
ば
を
走
っ
て
い
る
ほ
か
は
自
動
車
の
往
来
も
少
な
く
、
落
ち
着
い
た
環
境
に
あ
る
。

入
所
児
童
は
約
一

0
0名
と
全
国
で
も
最
大
規
模
で
あ
る
。
入
所
時
期
は
四
月
、
八
月
、

も
に
退
所
し
た
後
、
待
機
児
童
が
入
所
す
る
た
め
で
あ
り
、
八
月
は
夏
休
み
に
非
行
に
走
る
児
童
が
少
な
く
な
い
た
め
で
あ
る
。
入
所
児
童
を
学
年
別
に

見
る
と
、
中
学
三
年
生
が
最
も
多
く
、
男
子
で
約
半
数
、
女
子
で
は
三
分
の
二
を
占
め
る
。

関
法
第
六
四
巻
五
号

―
二
月
が
多
い
。
四
月
は
三
月
に
中
学
三
年
生
が
卒
業
と
と

全
て
の
寮
で
夫
婦
小
舎
制
（
小
舎
夫
婦
制
）
を
採
用
し
て
い
る
。
男
子
児
童
に
つ
い
て
は
、
入
所
後
一
か
月
間
を
観
察
寮
で
過
ご
さ
せ
、
そ
の
後
、
行

動
特
性
や
性
格
な
ど
を
踏
ま
え
て
各
寮
に
配
属
す
る
。
交
代
制
へ
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
施
設
が
増
え
る
中
、
指
導
効
果
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
夫
婦
制

九



な
影
響
を
受
け
る
の
か
、
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

食
事
は
、
三
食
全
て
施
設
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
、
運
ば
れ
る
。

後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
重
要
で
あ
る
。

九

（
一
七
八
六
）

入
所
児
童
の
入
所
理
由
を
見
る
と
、
男
子
児
童
で
は
窃
盗
が
最
も
多
く
四
七
％
を
占
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
近
時
、
性
的
非
行
を
理
由
と
し
て
入
所

す
る
男
子
児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
窃
盗
に
次
い
で
多
い
ニ
ニ
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
お
い
て
性
加
害
を
行
な
っ
た
児
童

が
措
置
変
更
さ
れ
て
入
所
す
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
全
国
的
に
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後

に
は
当
該
児
童
が
性
的
虐
待
を
は
じ
め
と
す
る
虐
待
を
受
け
る
中
で
「
支
配
ー
被
支
配
」
の
関
係
を
学
習
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
育
て
直
し
を
図
る
中
で
、
そ
の
問
題
性
を
解
消
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
指
導
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
指
導
方
法
の
確
立
が
急
が
れ
る
。
女
子
児
童
で
は
、
家
出
浮
浪
が
最
も
多
く
三
五
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、

B
児
童
自
立
支
援
施
設
が
設
置
さ

れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
で
は
都
市
部
が
多
く
、
家
出
を
し
た
児
童
を
受
け
入
れ
る
者
や
場
所
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

退
所
は
三
月
が
圧
倒
的
に
多
く
、
中
学
三
年
生
が
卒
業
と
と
も
に
退
所
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
卒
業
後
の
進
路
は
、
全
日
制
高
校
が
七
割
を
占
め
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
把
握
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
中
途
退
学
す
る
児
童
が
七
割
程
度
に
達
し
て
い
る
。
退
所
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、
と
り
わ
け
中
途
退
学

学
校
教
育
は
こ
れ
ま
で
未
導
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
卒
業
式
を
原
籍
校
と
の
合
同
で
実
施
し
て
お
り
、
原
籍
校
の
卒
業
証
書
が
原
籍
校

の
校
長
か
ら
手
渡
さ
れ
る
と
と
も
に
、

B
児
童
自
立
支
援
施
設
の
卒
業
証
書
も
手
渡
さ
れ
て
い
た
。

平
成
二
五
年
度
（
二

0
二
ニ
年
度
）
に
は
学
校
教
育
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
児
童
の
安
定
の
た
め
、
各
寮
長
は
今
後
も
教
室
に
入
る
予
定
で
あ

る
。
学
校
教
育
の
導
入
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
一
体
で
あ
っ
た
学
習
指
導
と
生
活
指
導
が
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
児
童
に
対
す
る
指
導
が
ど
の
よ
う

家
庭
環
境
の
調
整
の
目
的
も
あ
っ
て
、
各
種
の
行
事
に
は
保
護
者
が
招
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
保
護
者
の
出
席
率
は
八
割
程
度
で
あ
る
。

寮
舎
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
内
の
建
物
の
中
に
は
築
五

0
年
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。
建
物
は
徐
々
に
建
替
え
ら
れ
て
お
り
、
新
築
間
も
な
い
二
か
寮

を
見
学
し
た
。

一
部
屋
に
最
大
四
つ
の
ベ
ッ
ド
が
配
置
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
エ
リ
ア
と
畳
敷
き
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、
子

施
設
見
学
記
録
（
平
成
二
四
年
分
）



＊
 

ど
も
た
ち
が
く
つ
ろ
ぎ
や
す
い
よ
う
に
丁
夫
さ
れ
て
い
た
。
ト
イ
レ
は
個
室
で
三
か
所
あ
り
、

（
一
七
八
五
）

複
数
の
児
童
を
同
時
に
入
浴
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
保
護
の
み
な
ら
ず
、
弱
い
者
い
じ
め
が
行
な

わ
れ
に
く
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
と
り
わ
け
浴
室
の
小
型
化
に
つ
い
て
は

大
勢
で
入
浴
す
る
中
で
人
間
関
係
を
培
う
機
会
が
失
わ
れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
な
お
慎
重
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

御
多
忙
の
折
、
参
観
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た

A
刑
務
所
総
務
部
長
及
び
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係
長
並
び
に

B
児
童
自
立
支
援
施
設
主
査
を
は
じ

め
と
す
る
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
る
。

関

法

第

六

四

巻

五

号

一
名
乃
至
一
一
名
が
入
浴
で
き
る
浴
室
が
二
か
所
あ
っ
た
。

九
四


